
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フォトエッセイ＃１３９ 

宮川さんのおもしろ科学体験塾 

ダンゴムシの世界 

2024.10.5 
島 田 祥 生 

８月の横須賀学院に続いて２回目の開催です 
今回は、屏風ヶ浦地域ケアプラザが会場 
 
リハの時に 
生物に造詣が深い宮川さんに 
いきなり主任を打診しました 
「やってみましょう」と受けてもらえました 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

とにかく「実験機材と部品」は 
・生きたダンゴムシ 
・段ボールの迷路 
・それにしおり 
リハが始まって間もなく 
宮川さんはポイントをつかんでくれたようです 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体験塾が始まるまでのひと時 
テーブルの上の 
ガチャの大きな模型や図鑑に興味津々 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カニの模型を見つけました 
足の動きに感心することしきり 

とにかくいつも彼は 
周りのものにも興味を示しています 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いよいよ開講です 
なんか 
ものすごく場慣れしている感じです 
いい体験塾になる予感がしました 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「まずは、迷路を作ります」 
ベースはありますね 
木工ボンドはありますね 
 
さあ、始めましょう 
ダンゴムシには「交替性転向反応」という特性があって 
壁に当たって最初左に曲がると、次は右、その次は左・・・ 
と進むんです 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と言っているのに 
ダンゴムシが気になって仕方がないみたいです 
どこに行ったか、探しています 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

段ボールの帯を 
迷路のパターンに合わせて 
木工ボンドで貼りはじめました 
切って貼って、切って貼っての繰り返しです 
 
小３のお父さんも余裕で眺めています 
たまたま今月発行の「たんけん通信」に 
ダンゴムシの記事が載りました 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指がボンドだらけになっちゃった 
手伝って 
いいわよ、面白い 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単純な作業の繰り返しで 
つい、おしゃべりに 
殆どスタッフが喋っていましたがね 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

スタッフと何やらおはなし中 
いい雰囲気ですねえ 
 
何を話していたか、あとで教えてください 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鉛筆で印をつけて 
直角に切って 
ボンドで貼りつける 
 
ジオラマ作っている感覚なのでしょうね 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

迷路がもうすぐ完成！ 
お母さんは 
早く歩かせたい様子なのですが 
ボンドが固まるまで、我慢してください 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ボンドが固まるまで 
みんなに聞きました 
「飼ってみてどうだった？」 
 
あのね・・・ 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

初めは嫌だったけれど 
飼っているうちに可愛くなって・・・ 

と、これはお母さんの感想 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あのね 
私、小学校に上がる前から飼っているの 
卵産んで、小さい子どもがたくさんになって 
大きくなって・・・ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

持ってきてくれてました 
土は、カブトムシの飼育用 
ちょっと乾き気味の湿気 

 
エサ台が立派ですね 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

さあ、乾いた 
いきなり数匹歩かせていました 

左上の角がスタート 
 

順調に？左・右・左・右・・と進んでいます 
すごい 

皆そのように歩くのかな 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あれれ！ 
脱走したよ 
なんで？ 

 
何か感じたのでしょうね 

こういうのもいるから面白いのです 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お父さんも乗り出してきました 
先ほどまでの二人の距離がぐっと縮まっています 
同じ土俵に上がってくれましたね 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「模範性」が２匹 
彼らをほかのエリアに入れると 

どうするのでしょうね 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

箸、いらない 
可愛いもの 

お母さんぐっり近づいてきました 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これ、僕のダンゴムシ君 
摘まんでいるときは動かないよ 
腕に載せると歩き始めるんだ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ついに 
お母さんが乗り出してきました 

おもしろい、かわいいい 
あ、脱出してしまった！！！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

迷路の観察で見たことを書いてくれています 
 
「長いこと飼ってきましたが、 
ますます可愛くなりました」 
と、うれしい言葉 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

迷路での感想を聞き回っています 
聞いた後のコメントが素晴らしかった 

そのあと、サプライズが 
 

家で飼っていたトノサマガエルが死んだので 
庭の隅に置いておいたそうです 

そうしたら・・・ 
気の弱い方は２ページ飛ばしてください 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ダンゴムシが 
あっという間に群がって 

どんどん食べ始めたそうです 
 

スマホで見せてくれました 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あっという間に 
きれいに食べつくし骨格標本に 
 
小動物の骨格標本を作る時 
「カツオブシムシ」という 
小さな甲虫に食べてもらう方法があると 
これは宮川さんの話です 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

続いて、感想を聞いて回っています 
聞き方がいいのでしょう 
みんな見たこと・感じたことを 
楽しそうに話してくれています 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今回は、私の体調不良で 
急遽主任を願いしました 
地に着いた主任ぶりに 
お願いして本当に良かったと思います 
 
写真撮っているじゃないか！などと言わないでくださ
 


